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3-5　血管の深さ

皮膚から血管までが深い場合は，穿刺用超音波装置
を用いて行っている（図 4）．穿刺用超音波装置（本
多電子株式会社）は，ワンフレーム画面で，血管の長
軸と短軸を同時に観察することができるものである．
ただ，あまり深い場所の場合，抜針後の止血不良につ
ながる．皮膚穿刺孔と血管穿刺孔が，圧迫するさいに
ずれて皮下血腫につながる可能性があり，深い血管へ
の穿刺はあまり勧められない．

透析スタッフは普段，定期検査でエコーを行うこと
で，エコーガイド下穿刺のさいのプローベ操作につな
がっている．

4　VA マップの管理方法

4-1　管理方法

最近は電子カルテで透析管理を運用する施設が増え
ており，いざ VA マップを確認しようとした場合，個
人のカルテを開き確認すると思われるが，タブレット
端末の場合，どこでもすぐに確認できるようにクラウ
ドコンピューティング（以下クラウド）を利用してい
る（図 5）．一般向けのクラウドサービスを利用して
情報を管理し，低コストで一般向けのものになるので
操作は簡単である．操作や管理が煩雑になるほど導入
できなくなる（図 6）．当院のスタッフのモバイル端

図 6　モバイル端末の操作
　　　　　　　　　　　　　　　　　（著者作成）
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末所有率は 97％ であり，導入後も問題なく稼働して
いる．

4-2　他施設との情報連携

以前は紹介元に VA マップを作成して返信として郵
送していたが，クラウドを利用することでその必要が
なくなると思われる．シャントマップをクラウドで保
存し，すぐに他院・分院のベッドサイドで同じように
閲覧することが可能になった5）．

クラウドの共有化は，本体パソコンとモバイル端末
と 1 対 1 対応でロックをかけており，別施設では他施
設の VA マップを閲覧することができない（図 7）．

さいごに

当施設では VA マップを作成することで突発的な
VA 閉塞の回避ができるようになった．閉塞がおきて

も，定期検査で原因を予測することができ，すぐに適
切な治療で再開通させることができる．

施設によって様々な管理方法があるので，オリジナ
ル VA マップを是非，作成してみてほしい．
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図 7　クラウド環境
　　　　　　　　　　　　　　　　　　 （著者作成）


